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対象症例における妊娠期間中の月毎の血圧推移は収縮期で16週未満・109目2:t11.4，16-20週 108.2:t 10目9， 20-24週
・107.9:t11. 0， 24-28週:108. O:t 10. 4， 28-32週:108. 9:t 10. 2， 32-36週:110.6:t10.9，36-40>!l:113.4:t11.3 mHg 
(mean:tSD)、拡張期は16週未満:64.4:t8. 3， 16-20週:62.1:t7.9，20-24週:62.2:t7.8，24【 28週:62.4土7.6，28-32週
・63.4:t7. 5， 32-36適:65. 3:t 8. 0， 36-40週:67.6土8.7mmHg (mean:tSD)であった。血妓s(p) RR濃度は妊娠初期29.7:t
10.0 ng/m1、妊娠中期31.3:t12.0ng/ml、妊娠後期 39.2士8.9ng/ml、分娩時 40.4:t 10.2 ng/ml (mean:tSD)と妊娠
期間に伴う有意な上昇が確認された(初期間.中期， p=Q目。11，中期 vs.後期， pく0.001，後期 vs.分娩時， p=0.004)。
多変量回帰分析において、妊娠初期のs(P) RR濃度の1ng/mlの増加は20-24週における収縮期血圧O.11 (p=O. 024) ，拡張
期血圧0.093(p=O.∞6) (mmHg)の上昇を予測させた。同様に妊娠初期のs(P) RRの1ng/mlの増加は28-32週， 36-40週で
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は20-24週における収縮期血圧O.1 (p=O. 024)，拡張期血圧O.093 (p=O. 006)田副Eの上昇を予測さ
せた。問様に妊娠初期のs(p) RRの1ng/mlの増加は28-32週， 36-40週でも収縮期/拡張期血圧0.11
(p=0.007) /0.088 (p=0.005)， 0.16 (p=0.002) /0.12 (p=0.002) (田nHg)の上昇も有意に予測させ
た。血綾s(p) RR濃度と妊娠高血圧腎症発症との関連の検討では、分娩時の血紫s(p) RR濃度が75パ
ーセンタイノレ以上の症例群では、 75パーセンタイル未満の症例群と比較して、有意な子痢前症の
発症との関連が認められた(オッズ比22.5，95制言頼区間1.8-279. 9)。
本研究により妊娠初期の血紫s(P)RR濃度上昇は以降の血圧上昇を有意に予測させることが示さ
れ、また分娩時の血衆s(P)RR濃度の上昇は妊娠高血圧腎症発症と有意に関連することが示された。
本研究は、妊娠高血圧腎症の病態を解明する上で重要な知見を提示するものであり、学位に値す
るものと認める。
